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This study was to investigate the range of the pitch of infant's voice in their singing 
and spoken language. 
The investigator took the sample of 132 infants， from 3 years old to 5 years old and 
measured the pitch of their singing and speaking voice by Phonolalingo Graph SH -0 1.
The investigator found out that the comfortable pitch range for the infants from 3 years 





























今回の研究から，幼児の口諮の声域は， alt苦(イ資)会中心にして， 3歳児は低い傾向を示すが， 5歳児は
おおかたが高音を示している.音程は倒人議があって，揃った正確さはない.しかし，比較的揃って正確であ




1 対象 3 歳児~5 歳児男・女児 132名
2 内容
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1 測定グラフに~られるように，幼児の口語は非常に綬時間である.著者は※第 3 報で 3 歳児の 1 秒以内， 1 
7， 24ノf一セント， 2秒以内， 41， 37ノミーセントと発表した.今回のグラフにおいて， 1"'2秒間に息継ぎか
切れ目があり， 4秒の軟では2"'3筒所もある.このように早口の“つぶやき"であり，話しかけである.
2 口語・一人歌い・笑い戸などのピッチは， d1音から al音の間に浅れ，感情が高まっている口語には，i[
しい発声とは見られないが，ぷ王子より高い現れがある.
2 4歳見の口語・…人歌い(自由に)
1 ロ諾・一人歌いのピッチは， cl音に近く，感情の高まった口語はど音 h1音 C2玉ままで「戸jとなって現
れている.
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3 !3白な音階歌いのピッチは e1 音~ d2に現れて，かなり正確である.
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l 劉26-1， 26-2， 26-3， 26-4には曲の Cl音が発声されなくて， el音として現れている.
殴26-2の 2小節問には Cl音がなくて e音~品音の曲である.
2 紙面の都合で今回掲載できない曲においても， Cl音は el音として現れる傾向をみることができる.
5 原識を移誤した伴奏による歌唱から
次は，ハ長調で指導されていた「こいのぼりJを変ホ長調に移調して伴奏し，歌鳴したグラフである.
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この泊を幼児は十分に歌い償れてからではなく，数回欽っただけであるが，それぞれイメージして笑顔で歌っ
た.測定グラフに現れた幼児の発戸のピッチは，治のEf程と一致する部分が多い e11去にはほんのわずかのは
ずれ(やや高い〉がある.
要約
幼児が歌うことを楽しんで自己表現活動するには
1 幼児の心の表れである口語を生かして発生の発達に即した el~ぷの開でメロディーづくりや，フレ…ズ
づくりしながら，幼児にあった歌づくりの絞験を楽しむ.このことは，音楽をはじめ他の表現活動をも生活
の中にとりいれて，塁まかな感牲を育むものであるから，幼児期の身近な歌1I晶表現活動は，その基盤であると
考える.
2 選曲にあたっては幼児の戸域の発途について理解し突態にあわせた援助をする.
(1) おとなは，まず数の心やメロディーを十分に会得して，幼児の発達の状況にあわせて選曲する.
(2) おとなは，幼児の遊びの状態に応じて，幼児に糠こえる範聞で，:iIしいメロディーで歌い，正しい発戸
で繰り返し歌う.
(3) 幼児が反応して歌えば，その音程や発子誌に主主意して笑態を把怒し，
(4) なおも繰り返し幼児と共に歌うことを楽しみながら，幼児にふさわしいメロディ…ラインの音域(変ホ
から変ホ)をし、かして歌う.
このようにそれとなくから次第に楽しい気分を盛り上げていく.
(5) ピアノ伴奏は，段初から必らず行われねばならないと，いうものではなく幼児の笑態や状況に応じて，適
時に，適量をふまえて，行うことが，幼児の音感や発声を，無理なく自然に育てるのに霊童きであると考える.
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要旨
この研究は幼児の口語や独り数いの声域の周波数を測定し，幼児が歌を楽しんで無理なく数える音域を見つ
けることであった.
筆者は3歳から 5歳までの幼児132名を対象に調査を行い，独り歌いや話言葉の周波数をホノラリンゴ・グ
ラフS-Olで測定した.
調査の結5誌は幼児が自然で無理なく歌える音域は変ホから変ホまでであることを示した.
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